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概要 

このドキュメントでは、Oracle Traffic Directorおよび基盤のLinuxシステムがOracle Fusion Middlewareおよ
びBusiness Applications（Oracle ATG Web Commerce、PeopleSoft、Oracle E-Business Suiteなど）のフロン
トエンドとして機能しながら最適なパフォーマンスを達成するための、チューニングに関連する技術情報を
提供します。 

はじめに 

Oracle Traffic Directorは、Exalogicなどのオラクルのエンジニアド・システム内でアプリケーション間の通信
を最適化するための、可用性に優れたオンボードのアプリケーション・デリバリ・コントローラ（ADC）で
す。おもな特長は以下のとおりです。 

• 高いスループット、短い待機時間のHTTP、WebSocket、TCPのソフトウェア・ロードバランサ

• ルールベースのリクエスト・ルーティングとリバース・プロキシ・サーバー

• リクエスト・レート制限、スロットリング、QoSチューニング

• 柔軟できめの細かな監視

• 標準ベースのVRRPプロトコルによる高可用性

• パフォーマンスに優れたSSL/TLSトランザクション（SSLのオフロード、HTTP圧縮など）

• 組込みWebLogicの最適化（クラスタ検出、接続の永続性の同期など）

• 悪意のある攻撃（CSRF、SQLインジェクションなど）からバックエンド・アプリケーションを保護する
ModSecurityベースのWebアプリケーション・ファイアウォール

価値提案 

顧客は、オラクルのエンジニアド・システム内のアプリケーション・レベル・コントローラであるOracle 
Traffic Directorを次の目的で利用できます。 

• アプリケーションの全体的なスループットを最大化する。基盤のInfiniBandをできるだけ活用してアプリ
ケーション内通信を最適化する。

• アプリケーション内通信でのOracle Traffic Directorの高可用性サポートによって、デプロイメント全体で
シングル・ポイント障害（SPoF）を防止する。

• アプリケーション・サーバーの受信トラフィックを透過的に減少させて、アプリケーションのメンテナン
ス時間枠を最大化する。

• アプリケーションの可用性を向上させ、受信トラフィックを成形、制限、スロットリングする。

• Oracle Enterprise Manager Cloud Controlによってエンド・ツー・エンドのデプロイメント・トラフィッ
クを監視する。
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• Oracle Access Manager WebGateプラグインによってシングル・サインオン、認証、認可のデプロイメン
ト要件に対処する。

図1 - Oracle Traffic Directorの内部ロードバランサ 

ハードウェアのサイジング 

全体的なアプリケーション・スループットとOracle Traffic Director固有のパフォーマンスは、おもに基盤の
アプリケーション特性によって変わります。また、内部的なアプリケーション・パフォーマンス・テストに
基づいてハードウェア要件のサイジングを行う必要があります。次の情報をハードウェアのサイジングに役
立てることができます。 

• CPUのサイジング：2個のvCPU（1基のx86プロセッサ・コアに相当）が稼働するExalogic（仮想）上の
Oracle Traffic Directorは、受信リクエストのロードバランシングによって、1～2ミリ秒の応答時間枠を持
つ8KBのHTTPペイロードに対して、コアあたり毎秒約10,000のHTTPトランザクションと約4,500のHTTPS
トランザクションを処理します。

 追加のプロセッサ（2個のvCPUずつ増やす）をOracle Traffic Director VMに割り当てることによ
り、さらに高いスループット率を処理できます。 

 コンピュート・ノード内で90～100%のCPU使用率である場合、5%増えるとシステム・パフォー
マンス全体が低下します。 

• メモリのサイジング：最適なパフォーマンスのために、2個のvCPUインスタンスをプロビジョニングす
る場合に、Oracle Traffic Director VMに8GB以上のRAMを割り当てます。また、x86プロセッサ・コアあた
り4GBずつ、メモリを追加することを検討する必要があります。
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 Oracle Traffic Directorはおもに入出力（I/O）バウンドのアプリケーションで、ある程度CPUバ
ウンドのアプリケーションでもあります。そのため、Oracle Traffic Directorではメモリ・フット
プリントはそれほど必要ではありません。Oracle Traffic Directorは、4個または8個のvCPUで
あっても、大量の静的コンテンツをキャッシュするように明示的に構成しない限り、16GBを超
えるRAMは必要ありません。 

 アプリケーションでJavaScript、画像ファイル、HTMLファイルなどの静的なコンテンツ・ペー
ジを利用する場合は、それらのコンテンツをキャッシュして、メモリ内からコンテンツを配信
するようにOracle Traffic Directorを構成できます。このシナリオにより、Webサーバーやアプリ
ケーション・サーバーからこれらの静的ページへの高頻度のアクセスがもたらすオーバーヘッ
ドが最小化されます。このシナリオでは、このユースケースに対応するために追加の8GBのメモ
リを割り当ててください。 

システムのチューニング 

ソフトウェア・ロードバランサとしてのOracle Traffic Directorは全体的なシステム構成に依存し、ワーク
ロード処理用のチューニングが適切にされている場合に限り最適に動作します。ここでは、高いスループッ
トのアプリケーション（例：Oracle ATG Web Commerce、WebLogic Java EE Webアプリケーション）向け
のOracle Traffic Directorパフォーマンスを定義する重要なシステム・レベルのチューニング・パラメータに
ついて説明します。 

• システム・ファイル・ディスクリプタのサイジング

• エフェメラル・ポートのサイジング

• Linux TCP設定のチューニング

システム・ファイル・ディスクリプタ 

Oracle Traffic Directorは、ファイル・ディスクリプタなどのオペレーティング・システム・リソースを使用
して、受信クライアント接続を受け入れ、それらの接続からのリクエストを1台以上のオリジン・サーバー
へロードバランシングします。さらに、Oracle Traffic Directorは、キープ・アライブ接続、接続キュー・サ
イズ、オリジン・サーバーの接続プールなどのさまざまなサブシステムを、オペレーティング・システムの
ファイル・ディスクリプタの最大数に基づいて自動的にチューニングします。 

そのため、この重要なシステム・リソースのチューニングには十分に注意を払ってください。次に例を示し
ます。 

• 管理者は、システムの‘ulimit –n’の値によって、すべてのLinuxユーザー/プロセスが消費できるファイ
ル・ディスクリプタの数を制限できます。同時に、Oracle Traffic Director管理者は、Oracle Traffic
Directorサーバー・インスタンス・プロセスに、全体的なスループット要件に対応できるだけの十分な
ファイル・ディスクリプタを設定する必要があります。

 ユーザーは、/etc/security/limits.d/内に次のファイルを作成して、システム・レベルの‘ulimit’制
限をチューニングできます。 
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• このオペレーティング・システム・リソースが少なすぎる場合、LinuxシステムおよびOracle Traffic
Directorは、負荷の高い状態で最適に稼働することができません。

• このオペレーティング・システム・リソースが多すぎる場合、Oracle Traffic Directorは適宜自動的に
チューニングして、大きいメモリ・フットプリントで起動されます。

ファイル・ディスクリプタの現在のシステム制限を確認するには、次のコマンドを実行します。 

$ cat /proc/sys/fs/file-max 

XXX -> この数値は、このシステムの最大ファイル・ディスクリプタの制限を表します。 

利用可能なファイル・ディスクリプタのうち現在使用中の個数を確認するには、次のコマンドを実行します。 

$ cat /proc/sys/fs/file-nr 

XXX -> この数値は、このシステムのすべてのアプリケーションによって現在使用されているファイル・ディ
スクリプタを表します。 

30,000以上の同時ユーザーからのトラフィックを受信する、負荷の高いスループットのワークロード（コア
あたり毎秒約10,000 HTTPトランザクション）を処理するために、サイジングの参考になる推奨のデフォル
ト値を次に示します。 

図2 - システム規模のファイル・ディスクリプタに関する推奨事項 

Oracle Traffic Director構成/システム 最大ファイル・ディスクリプタ コメント

システムにOracle Traffic Directorのみを構

成：Oracle VMを搭載したExalogic（仮想）が

Oracle Traffic Director HTTPロードバランシン

グ・サービスのみをホストしている。 

最小値：2097152 

最適な値 = 6291456 

‘ulimit –n’の値は無限として設定可能 

Exalogic（Echo）Base Imageテンプレートのデフォ

ルト値はこの推奨値よりも大きい。そのため、

Exalogic（Echo）Base ImageでOracle Traffic Director
を使用する場合は変更しない。 

Oracle Traffic Director内の最大HTTPリクエスト処理

スレッド数を個別に増やす場合は、それに合わせてシ

ステム全体の最大ファイル・ディスクリプタも増やす

必要がある。 

システムにOracle Traffic Directorのみを構成：

Oracle VMを搭載したExalogic（仮想）が、2
個 の vCPU 上 で Oracle Traffic Director 
HTTP/TCPロードバランシング・サービスのみ

をホストしている。 

最小値：2097152* 2 = 4194304 

最適な値 = 6291456 

‘ulimit –n’の値は無限として設定可能 

Exalogic（Echo）Base Imageテンプレートのデフォル

ト値はこの推奨値よりも大きい。そのため、Exalogic
（Echo）Base ImageでOracle Traffic Directorを使用す

る場合は変更しない。 

Oracle Traffic Directorのほか、WebLogicなど最小値：2097152* 2 = 4194304 Exalogic（Echo）Base Imageテンプレートのデフォ

<PRESS-CTRL-D-to-save-file> 

$ oracle > su – 
# root > cat > /etc/security/limits.d/ulimit.conf 
<otd-instance-user> hard nofile <half-of-system-file-descriptor-limit-for-otd eg. 2097152 or 

unlimited> 
<otd-instance-user> soft nofile <half-of-system-file-descriptor-limit-for-otd eg. 2097152 or 

unlimited> 
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のサーバー・アプリケーションもExalogicで
運用 

 

最適な値 = 6291456 

ルト値はこの推奨値よりも大きい。そのため、

Exalogic（Echo）Base ImageでOracle Traffic Director
を使用する場合は変更しない。 

ulimit –n’の値に適切な 

制限を設定 

Linuxでファイル・ディスクリプタ数を変更するには、rootユーザーで次の手順を実行します。 

1. /etc/sysctl.confファイルで次の行を編集（または追加）します。

値には、設定したい新しいファイル・ディスクリプタの制限値を入力します。 

2. 次のコマンドを実行して変更を適用します。

詳しくは、『Oracle Traffic Director管理者ガイド』の「パフォーマンス向上のためのOracle Traffic Directorの
チューニング」にあるファイル・ディスクリプタのチューニングに関する項を参照してください。 

エフェメラル・ポート 

Linuxオペレーティング・システムは、一般にエフェメラル・ポートと呼ばれる、別のファイル・ディスクリ
プタのプールを管理します。エフェメラル・ポートのファイル・ディスクリプタは、短期間存続するTCP/IP
通信用トランスポート・ポートとして表すことができます。 

Oracle Traffic DirectorがWebLogic Serverなどのバックエンド・サーバーに対するクライアントTCP/IP接続を
開始すると、オペレーティング・システム（OS）は一時的にエフェメラル・ポートを、定義済みの範囲から
割り当てます。このポートは、その通信セッションの期間だけ有効です。通信セッションの終了時に、OSは
このポートを、通常は‘fin_timeout’と呼ばれる待ち時間の経過後に回収します。 

Oracle Traffic Directorが多数のバックエンド・サーバーのフロントエンドとして機能している場合、または
多数のバックエンド接続を頻繁にクローズしている場合は、エフェメラル・ポートの供給が枯渇する可能性
があります。そのような状況では、予測されるサーバー・ワークロードに対して十分なエフェメラル・ポー
トが割り当てられるように、TCP/IPエフェメラル・ポート範囲のパラメータを調整する必要があります。ま
た、次の対応を行う必要もあります。 

• 範囲の最小値を9000以上に設定し、Well Knownポートを避けます。また、Oracleやその他のサーバー・
ポートによって使用される登録済みポートの範囲にあるポートを避けます。

• ポート範囲を十分に大きい値に設定して、利用の予定があるアプリケーションで予約済みのポートを避け
ます。

• ロードバランシング機能（Oracle Traffic Director VM）のために個別の仮想マシン（VM）を使用している
場合は、範囲の最小値を‘1024’まで下げることが可能です。

/sbin/sysctl -p 

fs.file-max = 2097152 

https://docs.oracle.com/cd/E50024_01/doc.11116/b66436/perf.htm
https://docs.oracle.com/cd/E50024_01/doc.11116/b66436/perf.htm
https://docs.oracle.com/cd/E50024_01/doc.11116/b66436/perf002.htm#BAJBBDEI
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• Linuxシステムでは通常60秒のタイムアウトの後、TIME_WAIT状態にあるエフェメラル・ポートが再利用
のために回収されます。負荷の高い状態にある高スループット・システムでは、このエフェメラル・
ポートをすぐに他の接続用に再利用できるように、このタイムアウトを30秒に減らしてください。

IPv4では、次のコマンドを使用して、エフェメラル・ポートの現在の範囲を確認できます。 

この例では、最小ポート（32768）と最大ポート（61000）がデフォルトの範囲に設定されています。Linux
でエフェメラル・ポートの範囲を変更するには、rootユーザーで次の手順を実行します。 

1. /etc/sysctl.confファイルで次の行を編集（または追加）します。

Linuxシステム全体でOracle Traffic Directorのみが稼働するOracle Traffic Director VMでは、次の設定も使用で
きます。 

net.ipv4.ip_local_port_range = 1024 65535 

2. 次のコマンドを実行して変更を適用します。

Oracle Traffic Directorのチューニング 

Oracle Traffic Directorのパフォーマンスは、おもに次のリソースに依存します。 

• リクエスト処理（別名ワーカー）スレッド

• 接続キュー、キープ・アライブ・スレッド

• オリジン・サーバーとの永続的（キープ・アライブ）接続

• JVMヒープ

ここでは、これらの主要リソースのチューニングについて説明します。 

推奨：Oracle Traffic Director 11.1.1.7は、ワーカー・スレッド、キープ・アライブ・スレッド、接続キューな
どの重要リソースを、ハードウェア・リソース（CPUなど）とシステム・リソース（システムで利用できる
最大OSファイル・ディスクリプタ数など）に基づいて自動的にチューニングできます。そのため、Oracle 
Traffic Director製品チームは、高スループット・ワークロードを処理するために、Oracle Traffic Directorの主
要チューニング可能リソースをチューニングする前に、前項で説明したハードウェアのサイジングとシステ
ムのチューニングを適宜行うことを推奨します。 

net.ipv4.ip_local_port_range = 9000 65535 

net.ipv4.tcp_fin_timeout = 30 

$ cat /proc/sys/net/ipv4/ip_local_port_range 
32768 61000 

/sbin/sysctl -p 
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Oracle Traffic Directorのパフォーマンスの監視 

ピーク・ワークロードでOracle Traffic Directorのパフォーマンスを監視することによって、Oracle Traffic 
Director内でチューニングすべき主要リソースを特定できます。 

次の方法によってOracle Traffic Directorを監視できます。 

• Oracle Enterprise Manage Cloud Control。Enterprise Manager Cloud ControlによるOracle Traffic Director
の構成と監視の方法について詳しくは、Enterprise Manager Cloud Controlの製品ドキュメントを参照し
てください。

• Oracle Traffic Director管理コマンドライン・インタフェース（CLI）またはOracle Traffic Directorサー
バー・インスタンスのブラウザ・インタフェースによるOracle Traffic Directorデータの収集と監視

（Oracle Traffic Director製品ドキュメントを参照）。また、Oracle Traffic Director管理CLIによるOracle
Traffic Director監視統計情報の収集については、次項も参照してください。 

Oracle Traffic Director監視統計情報の収集 

Oracle Traffic Director CLIを使用して、ステージング・システムや本番システムでOracle Traffic Director監視
統計情報を収集できます。このインタフェースは、ある瞬間のOracle Traffic Directorの内部パラメータのス
ナップショットを取得するものです。そのため、Oracle Traffic Directorのパフォーマンスに影響している
Oracle Traffic Director内部の主要構成パラメータを正確に特定するには、少なくとも10～15分間、一定の間
隔（30秒ごとなど）でOracle Traffic Directorのパフォーマンス・データを収集する必要があります。 

Oracle Traffic Directorのパフォーマンス統計情報を収集する手順は次のとおりです。 

1. Oracle Traffic Directorサーバー・インスタンスの実行時ユーザーのHOMEディレクトリ内にファイルを

作成します。

 たとえば、Oracle Traffic Directorサーバー・インスタンス（<OTD_INSTANCE_HOME>/net-
<config>）を‘oracle’ユーザーで実行するように構成している場合は、次のファイルを‘oracle’
ユーザーの$HOMEディレクトリ内に作成します。 

$> cat > ~/.tadmrc 

set tadm_user <OTD_ADMIN_USER> 

set tadm_password <OTD_ADMIN_PASSWORD> 

set tadm_port <OTD_ADMIN_SERVER_PORT – default is 8989> 

<[CTRL-D]キーを押してこのファイルを保存します> 

$> chmod 400 ~/.pw 

2. 次の手順で、ZFS共有ストレージ内にファイルを作成して、Oracle Traffic Directorサーバー・インスタン

スをホストするすべてのマシンからアクセスできるようにします。

 こ の フ ァ イ ル に は 、 ‘ +x ’ の 権 限 を 指 定 す る 必 要 が あ り ま す （ chmod 
755<OTD_INSTALL_HOME>/otd-collect-data.sh）。この指定により、スタンドアロン・スクリ
プトまたは‘cronjob’としてこのファイルを実行できます。 

http://docs.oracle.com/cd/E26854_01/install.121/b66835/otd.htm#GSSOA10636
https://docs.oracle.com/cd/E50024_01/doc.11116/b66436/monitoring.htm
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 このスクリプトを実行すると、Oracle Traffic Directorのパフォーマンス統計情報を収集できます。
このスクリプトは、統計データをファイルにロギングします。 

$> cat > <OTD_INSTALL_HOME>/otd-collect-data.sh 

$> <OTD_INSTALL_HOME>/bin/tadm get-perfdump --config=<OTD_CONFIG> -- 
node=<OTD_ADMIN_NODE_HOSTNAME> >> <OTD_INSTANCE_HOME>/net- 

config/otd-<HOSTNAME>-perfdata.log 

$> <OTD_INSTALL_HOME>/bin/tadm get-stats-xml --config=<OTD_CONFIG> -- 
node=<OTD_ADMIN_NODE_HOSTNAME> >> <OTD_INSTANCE_HOME>/net- 

config/otd-<HOSTNAME>-perfdata.log 

<Press CTRL-D to save the above file.> 

$> chmod 755 <OTD_INSTALL_HOME>/otd-collect-data.sh 

オプション： 

1. Linux ‘cronjobs’ツールを利用して、このスクリプトを‘cron’ジョブとして実行します。このスクリプトは、

パ フ ォ ー マ ン ス 統 計 情 報 を 収 集 し て 、 <OTD_INSTANCE_HOME>/net-config/otd-<HOSTNAME>-

perfdata.log内に保存します。

2. Linux ‘logrotate’ツールを利用して、各システムから収集された監視情報を圧縮し、ローテーションを実

行します。

 たとえば、次のような‘logrotate’構成ファイルによって、Oracle Traffic Directorの監視統計情報を圧縮
してローテーションを実行できます。 

 ‘root’になり、次のコマンドを使用してファイルを作成します。 
$# cat > /etc/logrotate.d/otd-instance-monitoring 

<OTD_INSTANCE_HOME>/net-<config>/otd-<HOSTNAME>-perfdata.log { 

 missingok 

notifempty 

compress 

daily 

rotate 5 

} 
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HTTPリクエスト処理（ワーカー）スレッドのチューニング 

Oracle Traffic Director製品ドキュメントの「スレッド・プールおよび接続キューのチューニング」に、この主
要リソースに関する詳細な背景情報と、このリソースを使用したワークロードの処理方法が記載されていま
す。一言で言えば、Oracle Traffic DirectorはHTTPスレッド・プールから、特定のHTTPリクエストを処理する
ための個々のスレッドを割り当てます。このHTTPスレッドは、既存のHTTPリクエストの処理が完了したら、
その後は別のHTTPリクエストを処理できるようになります。HTTPリクエストの通常の応答時間は、数マイ
クロ秒から数ミリ秒の間です。したがって、数百のOracle Traffic Director HTTPリクエスト処理スレッドによ
り、1秒間に数千のHTTPリクエストを処理できることになります。 

Exalogic（仮想）では、Oracle Traffic Director VMは通常、2個のvCPUまたは4個のvCPUとしてサイジングさ
れます。そのため、Oracle Traffic Director 11.1.1.7ではデフォルトで、最大512スレッド（2個のvCPUシステ
ムで稼働する場合）または1024スレッド（2個を超えるvCPUシステムで稼働する場合）を作成します。この
構成では、Oracle Traffic Directorは、1つのHTTPリクエストの応答時間が数ミリ秒であれば、コアあたり毎
秒10,000 HTTPリクエストを処理できます。ただし、SOA、Forms、ATG Web Commerce、PeopleSoftなどの
Oracleビジネス・アプリケーションには、数ミリ秒を超える応答時間がかかるものもあります。その際には、
Oracle Traffic Directorが応答時間の長い受信トラフィックを十分に処理できるように、Oracle Traffic Director
の最大HTTPリクエスト処理スレッド数を増やしてください。また、Oracle Traffic Directorやバックエンド・
アプリケーションが基盤のCPUをあまり利用していない場合も、Oracle Traffic Directorの最大リクエスト処
理スレッド数を増やしてください。 

Oracle Traffic Directorの最大HTTPリクエスト処理スレッド数を増やすべきかを判断するための経験則は次の
とおりです。 

• Oracle Traffic Directorのパフォーマンスを監視し、特にリクエスト処理スレッド数の情報を確認します
（製品ドキュメントの「スレッド・プール・メトリックの確認」と「Oracle Traffic Directorのパ
フォーマンスの監視」の項を参照）。 

 観察した結果、作成されたリクエスト処理スレッドの総数が常にスレッド最大数に近い場合は、
スレッド数の上限を増やすことを検討します。上限を増やさなければ、リクエストが接続キュー
内で長期間待機しなければならない可能性があります。また、接続キューが一杯になると、その
後のリクエストは受け入れられません。 

 平均キューイング遅延（「接続キュー・メトリック」を参照）が平均応答時間と比較して極端に
大きい場合も、最大HTTPリクエスト処理スレッド数を増やすべき状況を表している可能性があり
ます。 

• Oracle Traffic Directorが8個のvCPU VMでホストされている場合も、Oracle Traffic Directorが基盤のCPUリ
ソースを十分に活用できるように、最大HTTPリクエスト処理スレッド数を（8192などに）増やすと良い
場合があります。

• Oracle Traffic Directorが、WLS、ATG Endecaサーバーなど、応答時間が0.x秒以上かかる多数のバックエ
ンド（オリジン）サーバーのフロントエンドとして機能している場合、最大HTTPリクエスト処理スレッ
ド数を増やすことを検討します。

https://docs.oracle.com/cd/E50024_01/doc.11116/b66436/perf003.htm
https://docs.oracle.com/cd/E50024_01/doc.11116/b66436/perf003.htm
https://docs.oracle.com/cd/E50024_01/doc.11116/b66436/perf003.htm#BAJDHEIH
https://docs.oracle.com/cd/E50024_01/doc.11116/b66436/perf003.htm#BAJDCHJC
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 たとえば、WebアプリケーションのWebページの応答時間が0.x秒の場合、Oracle Traffic Director
の最大リクエスト処理スレッド数を増やして、多数の受信リクエストを処理できるようにしてく
ださい。 

 Oracle Traffic DirectorがEndecaサーバーのフロントエンドとして機能しており、通常の応答時間
が長い場合、最大Oracle Traffic Directorリクエスト処理スレッド数が16,384となるのは珍しくあり
ません。 

 この場合も、Oracle Traffic Directorに受信ワークロードの急増に対応できる十分な処理能力が残る

ように、Oracle Traffic Directorのパフォーマンスを監視してください。詳しくは、「スレッド・

プール・メトリックの確認および接続キュー・メトリックの確認」を参照してください。 

注：Oracle Traffic Directorで‘最大HTTPリクエスト処理スレッド数’を増やす必要がある場合、基盤システムの
システム・ファイル・ディスクリプタが十分に存在する必要があります。たとえば、 

 ‘最大HTTPリクエスト処理スレッド数’を4096に増やした場合、システム全体のファイル・ディスクリプタを
6291456以上に構成する必要があります（詳しくは、「システム・ファイル・ディスクリプタ」を参照してくだ
さい）。 

推 奨 ： Oracle Traffic Director 製 品 チ ー ム は 、 次 の よ う に ‘ Maximum Threads ’ の 値 の み を 増 や す こ と
（Minimum Threadsはデフォルト値のままにすること）を推奨します。 

図3 - 最大HTTP処理スレッド数の増加 

接続、キープ・アライブ/アクセプタ・スレッドのチューニング 

Oracle Traffic Directorには、OSファイル・ディスクリプタの全体的な最大数に基づいて、これらの値を自動
的にチューニングする機能があります。そのため、Oracle Traffic Director製品チームは、ほとんどのシナリ
オでこの値を‘Default’のままにすることを推奨します。 

Oracle Traffic Director製品ドキュメントに、この主要リソースに関する詳細な背景情報と、収集したOracle 
Traffic Directorのパフォーマンス・データを利用してこれらの主要リソースを適切にチューニングする方法
が記載されています。詳しくは、「接続キュー・メトリックの確認」を参照してください。 

http://docs.oracle.com/cd/E50024_01/doc.11116/b66436/perf003.htm#BAJDCHJC
http://docs.oracle.com/cd/E50024_01/doc.11116/b66436/perf003.htm#BAJDCHJC
https://docs.oracle.com/cd/E50024_01/doc.11116/b66436/perf003.htm#BAJDCHJC
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オリジン・サーバーとの永続的（キープ・アライブ）接続のチューニング 

Oracle Traffic Directorはデフォルトでは、POSTリクエストなど、べき等性のないリクエストを処理する際に
はバックエンド・サーバーとの永続的接続を維持しません。この振る舞いは、Oracle Traffic Directorが
HTTP/1.1仕様に準拠するためのものです。ただし、この仕様への準拠により、非常に多くの受信リクエスト
にPOSTリクエストが含まれている場合に、全体的なスループットへのパフォーマンス・コストが非常に高く
なります。特に、Forms、SOA、PeopleSoft、ATG Web Commerceアプリケーションなど、HTTP POSTリク
エストがよく使用されるユースケースでそのような状況になります。 

バックエンド・アプリケーションで、べき等性のないリクエスト（HTTP POSTリクエストなど）を永続的接
続として処理できることがあります。これは、Oracle Fusion MiddlewareおよびBusiness Applications（SOA、
PeopleSoft、ATG Web Commerceなど）で一般的です。その場合は、次のように常に永続的接続を維持する
ようにOracle Traffic Directorを構成できます。 

図4 - POSTリクエストの永続的接続の維持 

詳しくは、Oracle Traffic Director製品ドキュメントの「オリジン・サーバーへの接続のチューニング」を参
照してください。 

SOA、PeopleSoftデプロイメントなどのユースケースでは、1つのリクエストへの応答が30秒以上かかりま
す。この場合、オリジン・サーバーとのキープ・アライブのタイムアウトを増やして、Oracle Traffic 
Directorができる限りこれらのサーバーとの永続的接続を維持できるようにする必要があります。そのよう
な場合は、バックエンド・サーバーがリクエストを処理する時間に応じて、キープ・アライブのタイムアウ
トを増やします（例：60～90秒以上）。この値は、次のようにVirtual Server（このリクエストを処理する仮
想サーバー）のRoute（このバックエンド・サーバーに受信トラフィックを送信するルート）で増やすこと
ができます。 

http://docs.oracle.com/cd/E50024_01/index.htm
http://docs.oracle.com/cd/E50024_01/doc.11116/b66436/perf014.htm
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図5 - 永続的接続を維持するためのキープ・アライブ・タイムアウトの増加 

JVMヒープ 

Oracle Traffic Director製品には2つの主要コンポーネントがあります。 

• Javaベースの管理モジュール（管理サーバーまたは管理ノード）

 このコンポーネントは、管理インタフェースの提供、サーバー構成ファイルの管理、1台以上のマ
シンでのサーバー・インスタンスのライフ・サイクル管理を行うためのものです。 

 このコンポーネントには、128Mbに設定されたデフォルトのJVMヒープ・サイズがバンドルされ
ます。Oracle Traffic Director製品チームは、このヒープ・サイズをデフォルトのままにして、増
やさないことを推奨します。 

 このコンポーネントは<OTD_INSTANCE_HOME>/admin-serverディレクトリ内に常駐し、ロード
バランシング・サービスに影響を及ぼさずに安全にシャットダウンできます。 

• サーバー・インスタンス

 このコンポーネントは、実際のロードバランシング・サービスを実行します。このコンポーネン
トではJavaを使用しません。 

つまり、JVMヒープ・サイズのチューニングをすべきではなく、Oracle Traffic Directorのチューニングのた
めにJVMチューニングの知識は必要ありません。 

付録 - チューニング・チェックリスト 

Oracle SOA、PeopleSoft、Formsデプロイメントのフロントエンドとして機能するOracle Traffic Director： 

• ワークロードの処理に合うように基盤のシステムをチューニングする。

 65,000以上のファイル・ディスクリプタをOracle Traffic Directorで使用できることを確認する。こ
の情報は‘ulimit –n’を実行して取得できる。65,000以上でない場合は、全体的なシステム・ファイ
ル・ディスクリプタ数を増やす必要がある（「システム・ファイル・ディスクリプタ」を参照）。 
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• Oracle Traffic Directorがクライアントとの永続的接続を維持するように設定する。

 Oracle Traffic Directorのパフォーマンス監視データで大量のキープ・アライブ・タイムアウトが発
生している場合は、Oracle Traffic Directorのキープ・アライブ・タイムアウトを増やす。 

 Oracle Traffic Director構成のAdvanced Settings→HTTP→Keep AliveでKeep Alive Timeoutを更新す
る。詳しくは、次の説明を参照してください。Error!Reference source not found.. 

• Oracle Traffic Directorがバックエンド（オリジン）サーバーとの永続的接続を維持するように設定する。

 ピーク負荷の状態で、1つのリクエストを完了するために期待される応答時間に応じて、キープ・
アライブ・タイムアウトに高い値を割り当てるようにOracle Traffic Directorルーティング・ポリ
シーを更新する（Virtual Server→Routes→General Settings→Keep Alive Timeout）。 

 ルーティング・ポリシーを更新し（Virtual Server→Routes→Advanced Settings→Configuration 
for connection with Origin Servers）、‘Always Use Keep Alive’設定をオンにする。 

Oracle Commerce（ATG）Webアプリケーションのフロントエンドとして機能す

るOracle Traffic Director 

• ATGアプリケーションでは通常、高スループットと平均を超える応答時間が必要になる。

• 特にExalogic（仮想）に対しては、‘ハードウェアのサイジング’の項に基づいて、全体的なアプリケーショ
ン・スループット要件に対応できるようにOracle Traffic DirectorのvCPUをプロビジョニングする。

• ワークロードの処理に合うように基盤のシステムをチューニングする。

 100万以上のファイル・ディスクリプタをOracle Traffic Directorで使用できることを確認する。こ
の情報は‘ulimit –n’を実行して取得できる。100万以上でない場合は、全体的なシステム・ファイ
ル・ディスクリプタ数を増やす必要がある（「システム・ファイル・ディスクリプタ」を
参照）。 

 Oracle Traffic DirectorがATGデプロイメントを処理しながら多数のバックエンド・サーバー（5台
以上）のフロントエンドとして機能している場合は、システムに十分なエフェメラル・ポートが
あることを確認する。詳しくは、「エフェメラル・ポート」を参照してください。 

• Oracle Traffic Directorがバックエンド（オリジン）サーバーとの永続的接続を維持するように設定する。

 ルーティング・ポリシーを更新し（Virtual Server→Routes→Advanced Settings→Configuration 
for connection with Origin Servers）、‘Always Use Keep Alive’設定をオンにする。 

• Oracle Traffic Directorに、ワークロードを処理できるだけの十分なHTTPリクエスト処理スレッドを
設定する。詳しくは、「HTTPリクエスト処理（ワーカー）スレッドのチューニング」を参照
してください。 

 高スループットのサイトでは、最初に次の値をデフォルトとして使用し、負荷テストの実行結果
に基づいてチューニングできる。 

 デフォルトのOracle Traffic Directorの最大HTTPリクエスト処理スレッド数（ATG Webアプリケー
ションのフロントエンドとして機能している場合）は約4096スレッド。 
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 デフォルトのOracle Traffic Directorの最大HTTPリクエスト処理スレッド数（Endecaアプリケーション
のフロントエンドとして機能している場合）は約16384スレッド。 

注：オラクルは、実際の環境の負荷テストを行い、Oracle Traffic Directorを含めたパフォーマンスを測定し
て（「Oracle Traffic Directorのパフォーマンスの監視」を参照）、その調査に基づいてOracle Traffic 
Directorの最大リクエスト処理スレッド数を増やすことを推奨します。 

結論 

Oracle Traffic Directorは、Oracleエンジニアド・システム向けのOracle Fusion MiddlewareおよびBusiness 
Applicationsに対応した、パフォーマンスに優れたソフトウェア・ロードバランサです。全体的なスルー
プット要件を満たすためには、他のソフトウェア・アプリケーションと同様に、このソフトウェア・ロード
バランサもデプロイし、測定して、適切にチューニングすることを推奨します。 



Oracle Enterprise Manager 12cによるOracle Exadataの管理 
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